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Summary Korezumi Hayashi (1833-1896) lived during a very tumultuous time in Japanese history. In his youth, 
he studied Confucianism during the Japanese shogunate rule on the recommendation of the Aizu regime.  
He became a shogun retainer and worked under a senior statesman, Kaishu Katsu.
When the shogunate system collapsed, his life changed entirely. 
Under the reformation of the Meiji era, most of the former shogun retainers emigrated to Shizuoka where the 
Tokugawa family, former head of the feudal Japanese military government, had been transferred. Korezumi Hayashi 
also moved to Shizuoka and applied for work as a local offi cer and teacher in the new regional area. 
As some former shogun retainers could not adapt themselves to this change, it is said that Hayashi endeavored to 
support them.
He performed his duties with capability and was able to surmount many diffi culties according to the change in the 
time.
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１　はじめに
およそ 150年前、幕末・維新の時代は、まさしく
激動の時代であった。この頃、活躍した三傑といわれ
る木戸孝允、西郷隆盛、大久保利通や、幕臣であった
勝海舟などについては、多くの書や資料がある。しか
し、林惟純については、知っている人は稀であろう。
筆者が、林惟純の名を知ったのは、娘の嫁ぎ先松平家
の仏事があり、谷中の佛心寺における墓石から名を見
つけて以来のことである。その後、調べてみると、林
惟純は会津藩の推薦を得て、麹町教授所で儒学を学ぶ
秀才であった。さらに、幕臣として幕府に抱えられ、
勝海舟の下で活動していた。維新後は、徳川家や多く
の元幕臣たちと共に静岡に移り、地方の役人、宮司や
教師などの役目をこなしていた。惟純の活動歴を調べ
ていると、維新後における地方の教育行政に関わる一
方、新しい時代に即して、英語教育、女子教育が重要
であることを訴えていたことが分かる。
本稿では、地味ではあるが、与えられた環境の中で、
堅実に自己の役割を果たしてきた一人の元幕臣林惟純
の人生を辿ることから、幕末・維新という激動期を振
り返ってみたいと思う。
なお、多くの文献を参考にしたが、とくに重要であっ
た文献として、以下のものを挙げておきたい。
田中彰 (2010)、松本健一 (1998)が、この時代を
把握するに貴重なものであった。また、司馬遼太郎
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(1989)、半藤一利 (2008)は、その当時を理解するう
えで参考になった。戊辰戦争の関係では、佐々木克
(2017)、安藤英男 (1976)、磯部定治 (1998)があり、
事態の深刻であったことを詳細に伝えている。また、
戊辰戦争の結果、敗北した会津藩が斗南藩に移封され
た結果、元藩士たちにとって過酷な運命のあったこと
が、石光真人編 (1971)に克明に記されている。まさ
しく涙なしに読めない書である。なお、一般庶民はこ
の時代の成り行きをどのように受け止めていたのか、
島崎藤村 (1987)を読み直すことも必要であった。
なお、林惟純という人物については、前田匡一郎
(1998)が詳しく伝えており、貴重な資料となっている。
この他、松平義紀個人が作成した資料 (2004)や、西
福釜松平家系図は貴重なものといえる。
その他の文献は、参考文献として、文末に表示して
いる。
本稿の構成は、２．において、林惟純の会津藩士と
して幕府の教授所で学んでいた時代を伝えている。３．
において、幕末の混乱期に幕臣になった時代の様子を
述べている。４．では、王政復古、辞官納地後、徳川
家は静岡藩に移封されることになった。この時代の惟
純の役割について触れている。５．において、廃藩置
県により、惟純が県の役人として活動した時代を伝え
ている。さらに６．において、惟純のその後の人生と、
子孫の動きについて記している。７．で結びとして、
林惟純の生涯を振り返っている。
２．儒学を学ぶ林惟純
２－１．林惟純の生い立ちと世の中
林惟純は、天保 4年（1833年）会津藩士林源太・
由利との次男として、会津若松に生まれている。惟純
は秀才であったことから、天保 13年（1842年）会津
藩主の推薦により、幕府の麹町教授所に入門し、勉学
を重ねていた（表１．林惟純が生きた時代と世の中の
出来事　以下参照）。当時、この学問所の校主は、松
平謹次郎が勤めていた。旗本松平謹次郎の系譜は西福
釜松平に端を発し、その 4代後継の広がりを辿ると家
康がいたことになる（松平義紀（西福釜家系図概略）
参照）。丁度、幕末期の幕府儒者が、この松平謹次郎
であった。麹町学問所は、幕府直轄の昌平黌学問所の
付属校として、その予備校的な役割を担っていた。し
たがって、この学問所から毎年多くの学生が昌平黌に
合格していたことになる。
なお、当時の儒教は、江戸幕府が封建体制を維持す
るために、官学として用いられていた。したがって、
幕府の学問所はもちろんのこと、藩校や寺子屋に至る
まで、儒教思想を行き渡らせていたことになる。士農
工商という封建的な身分社会があり、様々なヒエラル
キーを維持するために、儒教の思想が用いられていた。
当時は将軍、藩主、父を尊敬する忠孝を基本とする道
徳が、生活の隅々まで浸透していた時代であった。
惟純が、この教授所で学ぶことは、将来が保証され
ており、幕府さえしっかりしている限り、彼の人生は
順風満帆であったといえる。しかし、幕府を取り巻く
環境は、厳しいものがあった。およそ２７０年にも及
ぶ徳川幕府による政治も、至る所で綻びが目立つよう
になってきた。将軍の行政能力の欠如や重臣たちの無
気力の結果、封建制度に起因する諸問題が表面化し、
そのために幕府内部の混乱や、諸大名からの批判だけ
でなく、武士の中からも改革への模索や、不平農民に
よる一揆などがみられて、抜本的な改革が求められて
いた。
こうした時期に、1853年（嘉永 6年）のペリー来
航をはじめ (1)、諸外国からの開国要請が続いた。これ
を受けて、幕府のみならず、有力藩や武士階級を中心
に、様々な考えにもとづく対応策や、実現のための議
論が沸騰する状況となった。とくに列強諸国のアジア
進出が進み、わが国の立場について、方針を速やかに
決める必要が出てきた。1854年ペリーの再来により、
幕府は日米和親条約を締結し、鎖国政策を転換する契
機となったといえよう。
さらに、1858年日米修好通商条約を天皇の勅許無
しに進めたことが (2)、これに反対する一部の脱藩武士
たちにより、1860年 3月桜田門外の変 (3)を呼び起こ
す要因となった。こうした状況の中で、幕府の弱体化
が一層進み、そのうえ批判も激しくなってきた。諸般
の動きが倒幕運動のさらなる激化へと結びついたとみ
られている。
２－２．清国親善使節団と林惟純
世間の関心が外国に向けられる状況の中で、文久２
年（1862年）に、幕府は清国に親善使節団を派遣す
ることを決めている。この際、各藩から推薦者を募っ
たが、会津藩からは林惟純が選ばれて、総勢 51名が
参加することになった。惟純 29歳の時のことである。
団長は、幕府勘定頭の根立助七郎で、従者として佐賀
小城藩士の納富介次郎 (4)と、林惟純が選ばれている。
惟純が選ばれたのは、漢学の実力を評価されて通訳と
して加わったと見られている。なお、調査団の目的は、
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外国との貿易の可能性を探るものであり、各藩からの
参加者は、それぞれの藩の立場から何ができるか、調
査や観察を行ったと思われる。
この時期、諸外国からもたらされる武器や軍艦の情
報について、上海において確認することもひとつの重
要な任務であった。また、各藩の農産物において、販
路拡充の方策も探られたが、すでに長崎経由で清国に
輸出が行われていた状況から、これは使節団の表向き
の目的であったかと思われる。ただし、使節団員が乗
船する幕府の貿易船千歳丸では、出帆までに長崎で、
貿易対象品目として、干しアワビ、フカヒレ、棒寒天、
鶏冠草（ケイトウ）、三石昆布、樟脳、形付け布、上
白糸などを揃えていた（松本健一 (1998) p.211参照）。
この使節団には、長州藩の高杉晋作も加わってい
た。アヘン戦争 (5)後の上海の状況を見て、英国・仏
国の属地になっているかの印象を受けた高杉は、島国
表 1．林惟純の生きた時代と世の中の出来事
年 林惟純（三郎）と家族の歴史 幕末・維新の出来事
1833
(天保 4年 )
会津藩士林源太・由利の子として、惟純は会
津若松に生まれる。
1842
（天保 13年）
藩主推薦により、幕府麹町教授所へ入門する。
1862
（文久 2年）
幕府が清国への親善使節団を派遣し、会津藩
から惟純が推薦されて参加。
寺田屋騒動、生麦事件、松平容保京都守護職
に任命。
1863
（文久 3年）
師松平謹次郎（幕府教授所附き儒者）死亡。
惟純が会津藩籍のまま代行（幕臣大島文一郎
が校長）。
薩英戦争。
1866
（慶應 2年）
惟純幕臣（20人扶持）となり、勝海舟の補佐
役として仕える。師の娘松平忠子（12歳）、
惟純の妻となり林家に入籍。
薩長同盟成る、第二次征長戦争、将軍家茂没、
慶喜将軍後継、孝明天皇没。
1868
（慶應 4年）
会津若松鶴ヶ城の決戦において、兄源治戦死。
妻猶子自決。同戦いで白虎隊も自刃。
戊辰戦争始まる。江戸城開城、五箇条の御誓文、
徳川家駿府へ。
1870
（明治 3年）
惟純一家静岡へ移住。静岡藩開業方、寄合衆
物産掛のほか宣教掛を拝命。家族も静岡へ（惟
純の両親、妻の母、兄の遺児 2人同行）。
明治 2年の版籍奉還から、明治 4年の廃藩置
県への準備進む。
1872
（明治 5年）
惟純静岡学問所漢学教授、伝習掛、静岡第
五二区戸長など歴任。
四民平等宣言、福沢諭吉「学問のすすめ」刊、
学制発布。
1873
（明治 6年）
静岡県中教院の「大講義」、富士宮浅間神社宮
司。
徴兵令、キリスト教解禁、岩倉使節団帰国。
1878
（明治 11年）
同神社権少教生。 大久保利通暗殺。
1879
（明治 12年）
退官。米人論文「女子教草」を訳出。 沖縄県設置。
1880
（明治 13年）
掛川中学教頭（1年後退官）。 天長節に「君が代」演奏。
1884
（明治 17年）
静岡県御用掛準判任官（県の歴史編集に携わ
る）。
華族令公付。
1887
（明治 20年）
小学校校長（1年のみ）。 鹿鳴館で仮装舞踏会開催。欧化主義批判。
1895
（明治 28年）
上京後、正則尋常中学漢学教師。麹町教授所
の復活を図るも断念。
1896
（明治 29年）
がんにて死亡、享年 63歳。墓は松平家の菩提
寺である谷中の佛心寺と、静岡の蓮永寺に林
家の墓がある。
注：前田匡一郎 (1998)を参照のうえ筆者編集・作成。
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として閉じこもっている幕藩体制と、門閥制度を維持
している藩政に疑問を有するようになっていた。高杉
は、奇兵隊を編成するにあたり、士農工商という身分
制度を越えて、自国を守りたいという有志による国民
義勇軍の組成を考えていた。軍隊制度において、多様
な人材の登用を実践した高杉は、この使節団において、
上海の様子を観察することが出来て、さらに意を強く
したといえる。また、アジアを次々に植民地化してい
くイギリスの力を目の当たりにして、上海における清
国の実態はといえば、太平天国の乱 (6)最中でもあっ
たとはいえ、イギリス軍に上海を守ってもらっている
かのごとくに見えた。もはや当時の清国には、ガーデ
ン・ブリッジ (7)の修復工事または再建する力もなく、
イギリスにその構築を委託せざるを得ない状況にあっ
た。その代わり再建後イギリスは、負担した費用の回
収を図るため、現地人から通行料を徴求していたこと
になる（松本健一 (1998) p.214参照）。清国には、イ
ンフラ構築・維持にかかる資本または資金もなく、さ
らにそれに対応する技術力も無い状況に鑑みて、イギ
リスのアジア進出は一層進むものと思われた。このこ
とは、ペリー来航以来の日本を考察するに、使節団員
一同には、欧米諸国の進出に対する危機感を強く抱か
せたといえる。
なお、個々の団員においては、それぞれ独自の務め
があった。なかでも薩摩藩の五代才助は、水夫の役割
で参加していたが、自藩のために軍艦の購入を進めて
いた。結局、現地でドイツ船の購入計画をまとめるこ
とに成功している（服部之総 (1997)pp.69-70参照）。
林惟純にとっては、上海とイギリスやフランスの立
場、列強諸国の武力や国力、文化などの一端を垣間見
ることが出来て、その後の人生において貴重な機会と
なった。また、この使節団での惟純の役割は、通訳や
秘書であったが、各藩からの優秀な団員との間に交流
が生まれて、その後の職務に活かされることになった。
２－３．林惟純と周辺の出来事
ところでこの頃、国内では生麦事件（1862年）が
起こっている。薩摩藩主島津久光の大名行列に、横浜
に居たイギリス人の馬列が突っ込んだ結果、同行の薩
摩藩士によりイギリス人一人が刺殺され、二人が傷を
負う事件が発生した。イギリスから薩摩藩に対して、
事件の顛末と損害賠償を求めてきたが、合意が得られ
ず、その後（1863年）薩英戦争に発展している。一方、
長州では攘夷を意図して、下関を通過する外国船に攻
撃を仕掛けたことが、その後、（1864年）四国戦争（英、
仏、米、蘭の 4国連合艦隊による攻撃）に発展し、長
州藩は完膚なきまでに打ちのめされることになった。
これらの戦争により、薩摩藩では甚大な被害を受け和
解を進めたが、長州藩では一方的に敗れたうえに、そ
の損害賠償を求められた。両藩は欧米諸国との戦力に
雲泥の差があることを実感したことになる。このこと
から、攘夷を進めることよりも、諸外国との友好に努
めるとともに、藩の武力強化を図ることが、喫緊の課
題であることが痛感された。したがって、両藩におい
ては、その後イギリスとの融和を図り、武器や軍艦の
輸入を進めて、武力の増強を図っている。
なお、文久 2年（1862年）会津藩主の松平容保が、
治安維持のため新しく設けられた京都守護職に任命さ
れている。京都守護職を受けることは藩財政からみて
厳しいものがあるとして、家老の西郷頼母以下重臣た
ちは反対したが、容保は藩祖保科正之 (8)以来の「宗
家（徳川）と共にあるべし」との遺訓に沿って、京都
を死守する思いで赴任したことになる。その後、京都
守護の目的を徹底させるために、近藤勇以下の新選組
を支配下に置くことになった。
当時、松平容保の指示で、秋月悌次郎が京都守護職
の公用役（他藩などと折衝する役割）として付き添う
ことになった。秋月は漢学者として有名であり、学者
タイプの人であったことから、麹町教授所の校長に将
来なるものと思われていた。しかし、秋月は役目柄、
京都での政治的な活動に励んだ結果、会薩同盟の締結
に貢献している。このことは、一方の雄長州との対決
を明らかにすることでもあった。しかし、会薩同盟は、
その後ご破算となり、会津は厳しい立場に陥った。こ
のような同盟の締結に動き回っていた秋月は、立場の
異なるものから命を狙われることもあった。なお、明
治時代になって秋月は、持ち前の知識を生かして旧制
第五高等学校の漢学教授となり、ラフカディオ・ハー
ン（小泉八雲）と親交があったとされる。
３．幕末の混乱と幕臣としての惟純
文久 3年（1863年）師である松平謹次郎（幕府教
授所附き儒者）が亡くなり、幕臣の大島文一郎が麹町
教授所の校長となった。林惟純は会津藩士のまま諸事
万般を代行する塾頭の役目を担っていた。慶應 2年
（1866年）こうした実績が認められて、幕臣（20人扶持）
となり、勝海舟のもとで仕えることになった。この年、
師の娘松平忠子（12歳）が、惟純（33歳）の妻とな
り林家に入籍している。
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この当時、雄藩の伸長が目覚ましく、倒幕の動きが
みられるようになってきた。また、長州藩では攘夷計
画を画策する中で、薩摩・会津藩との交戦に至り（禁
門の変）、このため長州藩は朝敵とされて、その後幕
府により 1864年 11月長州征討（第一次）が実施さ
れている。しかし、一旦は恭順を示したものの、長
州藩は再び幕府に対決姿勢を見せるようになった。
1866年 6月幕府は再度長州を討つべく軍を差し向け
たが、長州の近代的軍備が幕府軍を上回っており、幕
府軍は敗退する事態になった。こうした混迷が続くな
か、1866年 7月将軍家茂が亡くなり幕府の長州征討
は停戦を余儀なくしている。さらにその後、孝明天皇
も崩御された。こうした時期であったが、慶應 2年
（1866年 12月）徳川慶喜が将軍に就任している。
徳川慶喜は、幕政の改革に取り組み、フランスとの
提携により横須賀製鉄所の建設を進めるほか軍事の改
革や、兵庫開港を進めていた。パリ万博には幕府から
人を派遣して、各地の名産品を出品させている。しか
し、雄藩を中心に倒幕の動きがあり、折しも土佐藩か
ら幕府に対して、大政奉還の建白書が提出されて、慶
喜は内外の情勢を考慮した結果、これを受ける決意を
表明することとなった。
このため、1867年 10月慶喜は大政奉還を帝に申し
出でて受理されている。しかし、慶喜には大政奉還し
表 2．戊辰戦争およびその前後の主要な出来事
年月 出来事
慶応 3年 10月 14日 徳川慶喜大政奉還を上表。
　　　　　　  24日 慶喜、将軍職辞表提出。
        12月   8日 王政復古のクーデター。
明治元年 1月   3日 鳥羽・伏見戦争おこる。
　　　　　　　 6日 慶喜、大坂城を脱出。
　　　　　　　10日 徳川慶喜、松平容保、松平定敬、板倉勝静らの官位を奪われる。
　　　　　　　12日 慶喜、江戸城に入る。
　　　　　　　15日 新政府、各国代表に王政復古を通告する。
　　　　　　　23日 徳川家の家職組織として、勝海舟、大久保一翁を登用。
　　　　 2月   9日 有栖川宮を東征大総督とする。
　　　　　　  12日 慶喜、上野寛永寺大慈院に謹慎。
　　　　 3月   1日 近藤勇ら甲陽鎮撫隊を率いて江戸を出る。
　　　　　　　13日 勝海舟・西郷隆盛会談。
　　　　4月 11日 江戸城開城。慶喜、水戸に向かう。
　　　　5月   6日 奥羽越列藩同盟成立。
　　　　　　　15日 上野戦争により彰義隊討伐される。
　　　　　　　27日 三春藩降伏。
　　　　　　　29日 二本松城陥落。長岡城陥落。
　　　　8月   4日 相馬藩降伏。
　　　　　　　28日 米沢藩降伏。
　　　　9月 15日 仙台藩降伏。
　　　　　　　22日 会津落城。
　　　　10月 26日 榎本軍、箱館を占領。
        11月   5日 松前城陥落。
　　　　　　　15日 軍艦開陽丸江差湾で座礁。
　　　　12月   5日 榎本政権誕生。
明治 2年 5月 11日 政府軍箱館占領。
　　　　　　　18日 五稜郭開城。戊辰戦争終る。
明治 3年 5月 15日 旧会津松平家が、斗南藩に移封される。
明治 4年 7月 14日 廃藩置県。
注：佐々木克 (2017)　p.229-232参照のうえ筆者編集。
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ても、政（まつりごと）は、いずれ最大の藩である徳
川家を中心にして、合議の上で実施されるであろうと
の安易な展望があったと思われる。有力諸藩の動きに
も、そのようなところが見られた。しかし、1867年
12月武力討幕派の岩倉具視、西郷隆盛、大久保利通、
木戸孝允たちは、王政復古の大号令を発して、明治政
府の樹立を宣言した。薩長側はクーデターを起こし、
一気に辞官納地、版籍奉還にまで持込んで、徳川家の
権力を奪ってしまった。ただし、旧幕府側では、将軍
の辞官納地の決定に不満を抱くものも多くいて、明治
元年 1月（1868年１月）旧幕府軍と討幕派の軍隊と
の対決があったのが鳥羽伏見の戦い (9)である。これ
以来、いわゆる戊辰戦争（1868年 ~1869年）が各地
で始まっている。なお、鳥羽伏見の戦いにより、慶喜
は戦いを放棄し、容保などをつれて、大坂湾から船で
江戸に逃げ出したことは、余りにも有名である。慶喜
や容保は、この結果朝敵とみなされることとなり、命
脈は完全に断たれることになった。
こうした動きの中で、西国の諸藩は、次々に薩長の
動きになびくことになった。さらに、東征のための軍
隊が江戸に迫ったところで、（1868年 3月）西郷隆盛
と勝海舟による会見が行われ、その結果、江戸城の開
城が無血で行われたことは、誠に画期的なことであっ
た。
一方、1868年奥羽越列藩同盟 (10)が組まれている。
参加した諸藩は反抗の姿勢をその後も示し、みずから
の藩も自力で守ろうとする藩の共同体であった。およ
そ一年の間に、薩長藩を主とする官軍と各藩との間に
おいて、次々に戦争が続けられて、多くの犠牲者を出
している。この戦争は、徳川家に恩義のある藩である
とか、薩長を主とした官軍に対する不満があるとか、
このまま藩を返上した場合、藩士達の待遇や生活の不
安があるなどの意見が入り混じって、これらが佐幕や
攘夷や公武合体など抽象的な言葉に装飾されて、それ
ぞれの藩の主張として述べられていたことになる。
東北地方の諸藩のうち中心的な動きをした会津藩
や、独特な動きをした長岡藩について、以下に眺めて
みたい。
これまで京都守護職にあった会津藩は、新政府から
朝敵とみなされていた。しかし、一方では、仙台藩な
どを通じて、奥羽越諸藩を鎮撫する画策も進められて
いた。各藩の対応は紆余曲折があったものの、会津藩
は徳川家との密接な関係もあり、最初から薩長を主と
した官軍に対して反発の態度を示していた。
新政府側に会津征討命令が下ったことから、会津藩
は、その対応策を練ることになった。これまでの軍
制を洋式化して 18歳から 35歳までを朱雀隊、36歳
から 49歳までを青龍隊、50歳以上は玄武隊、そして
16歳～ 17歳の白虎隊とする編成がなされた。およそ
3千人からなる正規軍と、町農兵も約 3千人合計 6千
人からなる防衛隊を組織している。しかし、これまで
京都守護職を任じられていたことから、藩の財政は底
をついており、鉄砲、銃器の補充や、最新式の武器を
購入するには限界があった。
一方、会津若松城を攻め込む政府軍は、板垣退助な
どに率いられた薩摩、長州、土佐など 6藩兵 2千人
であった。政府軍の攻勢に町は焼かれて、多くの市民
も含めて犠牲者が出た。飯盛山においては、白虎隊員
20名が自刃したのも、世に知られている事件であっ
た。
この会津若松鶴ヶ城での戦いにおいて、林惟純の兄
源治も出陣していたが戦死している。この結果、源治
の妻猶子も夫を追って自決した。
米沢藩、仙台藩などは降伏したなかで、会津藩は最
後まで戦いを続けた。もとはというと、薩長両藩の専
制に反対し、会津藩は維新政権の改造を求めていたが、
自藩の考えに沿った政権の発足は、現実のものとはな
らなかった。
降伏後の会津藩は、その後斗南藩として移封される
が、冬は厳寒の地でもあり、農作物の栽培が可能なの
は、ごく限られた期間になる。厳しい生活環境にさら
された元藩士たちは、耐え忍ぶもの、他地方へ移るも
のなど、苦労の連続であった。この時代の苦難の話は、
石光真人編 (1971)に詳述されているので、参考にさ
れたい。
なお、長岡藩においても、厳しい現実があった。家
老河井継之助は、中立の立場を守り、会津藩はじめ東
北各藩の戦争回避に努めた。しかし、政府軍側の考え
との間に乖離があり、中立の立場を捨てて、奥羽越同
盟の立場に加わり戦いに挑んだ。善戦したものの河合
継之助自らも重傷を負い、その後死亡している。いく
つかの戦いで、戦況を有利にする場面もあったが、結
局、政府軍の手に落ちてしまった。一連の長岡藩の行
動について、磯部定治 (1998)に詳述されている。
こうしてみると、戊辰戦争は、官軍に歯向かった諸
藩の惨めな顛末につきるが、反抗した藩主達にとって
は、これまでの徳川家に対する恩義が忘れられず、し
かも、薩長藩を主とする政府軍への憎しみからくる戦
いであった。しかし、藩主達には、自藩における兵や、
商人、農民を守ってやろうという気持ちがなく、単に
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清国への使節団経験を活かして、何か新しく取り組め
る仕事がないだろうかと苦心していた。また、元幕臣
の居住地区とあたらしい仕事との関係なども、悩まし
い問題があった。とくに移住できない貧窮者を扶助す
るため、藩は江戸に一時的な施設も用意していたが、
この責任者も林惟純が務めていた。
一方、新時代の教化事業は、維新直後の不安定な時
期にあって、組織変更が繰り返されている。当初、神
祇局として神道を我が国の根本として、儒教・仏教を
その枝葉とする考えがあった。しかし、世の中の様相
に合わせて、神祇局は神祇省となり、さらに教部省と
変更された。こうしたなかで、惟純は、藩の教化を図
るための宣教係に任命されていたが、これまでの教職
経験が豊かであったことと、旧士族の気持ちをまとめ
る意味でも適任とされたものである。
また、惟純は静岡学問所における漢学教授の役割も
あり、元藩士やその子弟について指導していた。しか
し、その後藩は廃藩置県により消滅し、新しく静岡県
となった。この際、文部省は静岡学問所の閉鎖を指示
してきたため、惟純は責任者として閉鎖にかかる処理
も務めていた。また、静岡学問所の廃止に当たり、惟
純は、その施設や書籍を引き受けて、私費による運営
に携わっていた (16)。
なお、この当時新政府は、全国を統治するための人
材が不足していた。このため、旧幕臣の中から優秀な
人材を中央に集めていたといえる。たとえば、大隈重
信は渋沢栄一を説得して大蔵省に招聘し、税財政の近
代化に当たらせている。この際、渋沢は新規政策の具
体化のためには、それぞれ目的別の部局を新設し、制
度の調査、研究に有能な人材に当たらせることを提案
していた。この人材には、旧幕臣であった前島密、赤
松則良、杉浦譲などが挙げられる。前島は「郵便制度
の父」として知られているなど、それぞれが担当分野
で活躍した。しかし、一方において「武士は二君に仕
えず」という考えに立って、こうした誘いに乗らない
者もいた。また、奉行所のような行政実務の最前線に
いる同心クラスの旧幕臣は、忠誠心の問題よりも、日々
の生活に悩まねばならず、新政府にそのまま出仕する
という立場であったと思われる。このように、元幕臣
には、政府の中央で新しい行政組織の立ち上げに務め
たもの、実務の現場で、日々職務に励んだもの、二君
に仕えないと政府の勧誘を拒否したもの、そして徳川
家の移封に沿って静岡へ向かったものなどに分かれた
ことになる。
彼らを使って太刀打ちさせたことで、自らの立場を明
らかにしただけであった。封建制度の残酷なところを、
明らかにした戦いであり、しかも敵対した多くの藩主
が、次の時代まで悠々生き残っていたところは、誠に
言葉にならないものがあった。
なお、戊辰戦争時代の出来事については、その順序
や経緯が複雑である。表 2を参照されたい。
４．静岡移住
王政復古とともに、その後徳川慶喜は蟄居し、幕政
混乱の責任を取ることになった。その際、藩籍奉還と
辞官納地について、徳川家のあり方が新政府において
議論が重ねられた。結局、徳川家は静岡藩へ移封され
ることになった。一部の幕臣の反感もあったが、戦う
べきではないとされたことから、江戸城は無血開城と
なり、事なきを得ている。しかし、各方面に反乱分子
が立ち上がり、彰義隊 (11)のように、もとは江戸の町
をまもる役目を持っていたものの、決起して官軍への
反旗を翻す事件も起きている（明治元年 2月旧幕臣た
ち集結）。林惟純は、こうした折に、西郷隆盛と折衝
の機会を持つことになり、人目を避けるため東京湾上
にて会う約束になっていた。しかし、彰義隊が上野の
山で決起・反乱を起こしたことから、西郷はこれを鎮
静させるための指揮を執ることとなり、会合は中止さ
れたという記録がある（明治元年 5月頃推定）(12)。こ
のころ惟純は、西郷と勝海舟との間に入って、徳川家
のこと、会津藩のこと、奥州諸藩のことなど、直接連
絡を取り合い、双方の意思疎通を図っていたと思われ
る。
ところで、徳川家の移封により、林惟純はもとより、
家族全員が静岡へ移住することになった。つまり惟純
の両親、兄源治の遺児二人、妻の母（師松平謹次郎の
妻）が、家族とともに静岡に同行している。移封にお
いては、徳川藩はこれまでの基本的に約四分の一の石
高となり、元藩士の禄も大幅に削られることになった。
旧幕臣は静岡に着いていくもの、他の職を求めて移住
するもの、新しく職を探すものなど様々であった (13)。
林惟純は静岡藩の開業方、寄合衆物産掛などを任命さ
れて、これらの円滑な対応を図っていた。開業方には
前島密 (14)も従事していたことがある。その後、惟純は、
さらに宣教掛をも拝命している (15)。
静岡への移住により、多くの藩士の禄は圧縮されて、
生活に余裕がなくなった者のために、惟純は、新しく
取り組むべき仕事や職業の紹介などに努力していた。
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５．廃藩置県と惟純
静岡藩から県への移行に当たり、任じられる職務も
微妙に変化している。明治 3年当時の藩の宣教掛とは
太政官の上に位置する、祭典・諸陵の管理も行うもの
であった。明治 4年には神祇省 (17)が新たに生まれた
が（廃藩置県後）、さらに明治 5年になると政治、宗教
一致を図る教部省が生まれている。教部省 (18)は各県に
教導職 (19)を設けて、国民一般への教化を図ろうとした
ものである。教導職の事務所は神社で、神官が中心に
なってこの役割に務めた。このように新政府における
教育行政が、まだまだ流動的な状況が続く中で、惟純
が教導職に任命されたのも、教育レベルが高いことと、
士族を納得させるにも適任であるとみられていたから
であろう。このポストには、当然のこととして、旧幕
臣で占められていた。また、この時期に、静岡第５２
区の戸長といった役目も負っていた。なお、林惟純は、
明治 6年に静岡県中教院の「大講義」となり、宣教活
動の中核的役割を担っていたことになる。その後富士
宮浅間神社の宮司にまで昇りつめた。明治 11年権少
教生に任命されたが、明治 12年に退官している。
明治 13年、静岡県立掛川中学校が開校されたが、
林惟純は、教頭としてこの中学に赴任している。漢文
の教師でもあり、当時の破格の給与（月給 40円）で
迎えられ、勤倹力行したことが伝えられている。掛川
西高校（当時の掛川中学）の同窓会報（同校ホーム・ペー
ジ参照）の中で、高校 26回卒、三谷充弘氏は (20)、惟
純が幕末から移封後勝海舟のもとで、諸般の調整役と
して活躍したことを伝えている。とくに、多くの旧幕
臣が路頭に迷うのを、就職などの世話をするなど、人
知れぬ働きをしていたと記している。なお、惟純は当
時の校長 (21)とは性格的に合わず、1年余りで教頭職
を辞した。
明治 17年、静岡県に改めて出仕した惟純は、地誌
の編纂に当たっている。また、明治 20年に安倍郡大
河内村の小学校校長に赴任したが、これも 1年で退任
している。この時代に、この地域の山林・田地数町を
購入した。かつて海舟の使者として、この地域を訪れ
たことがあり、開業方をしていた時この地域と接触が
あったことから、土地の事情に詳しかったといえる。
なお、惟純は、直接関わったとは言えないが、これ
からの時代は女子の教育が必要であると考えていた。
このことは米欧回覧使節団においても、女学生 5名 (22)
を同行させていたが、欧米並みの女子教育の在り方を
考えるにあたり、我が国においてその先鞭をつけさせ
る意味合いがあったといえる。当然のことながら、女
子教育の重要性を世間に訴える重要な機会となった。
その後、津田梅子が留学経験を動機として、研鑽を続
けた結果、1900年（明治 33年）「女子英学塾」を経て、
津田塾大学の立ち上げに至ったことは有名である。さ
らに、女子教育の必要性を具体的に実現していくため
の動きが活発になり、広岡浅子などの支援を得て成瀬
仁蔵により 1901年（明治 34年）日本女子大学の創
立にも繋がっている。
このほかキリスト教の布教も認められて、キリス
ト教系の女学校が、次々に生まれて、国内の女子教
育に貢献したことは注目される。具体的には、1870
年（明治 3年）フェリス和英女学院、1871年（明治
4年）共立女学校、1874年（明治７年）青山学院、
1875年神戸女学院､ 立教、同志社、1877年梅花女学
校、1879年活水女学校などがあった（もろさわよう
こ (1984) p.45参照）。その後、明治 32年の高等女学
校令の交付により、公立高等女学校の設置が進むまで
は、当時の女子教育を支えるキリスト教系女学校の役
割は重要であった。
この頃、惟純は、明治 12年（1879年）リンカーン・
フェルプス（Almira Hart Lincoln Phelps, 1793-1884）
（米人）の「Lectures to Young Ladies」を「女子教草」
として翻訳している。彼は英語に関しては独学であっ
たが、これからは英語教育と併せて女子教育の必要性
を伝える意味で、翻訳に取り組んでいたことが分かる。
なお、「明治初期の子育て書における発達概念」につ
いて、研究者の論文があり、惟純の翻訳「女子教草」
も参考文献として取り上げられている (23)。
ところで、幕末から維新において、多くの学者や医
師は、蘭学の将来を考えた場合、英語に切り替えるこ
との必要性を唱えている。たとえば、かつて緒方洪庵
の下で蘭学を学んでいた福沢諭吉は、横浜を訪れた際、
これからは英語であると確信している。なお、諭吉は
維新後政府の呼びかけにも応じることなく、民間にお
いて慶應義塾を開き、世の中の教育普及に務めたこと
は有名である (24)。このように世の中は、今後は儒学
や国学はもちろんのこと蘭学でもなく、英語を学ぶこ
との必要性を感じ取っていたことになる。なお、静岡
学問所の廃止に伴い、1872年（明治 5年）旧徳川幕
臣たちにより、静岡に賎機舎（しずはたしゃ）と呼ぶ
私立英学校が設立されていた。前学問所の教授職に
あった惟純は、新しい学校において、自らの翻訳資料
を提供していたと思われる。
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６．惟純のその後
静岡県における仕事を終えて、惟純は、家族ともど
も上京している。彼はかつての麹町教授所を再興する
ことが、恩師や松平家に報いる方策ではないかと考え
ていた。しかし、当時の教授所は、別人が買い受けて、
私塾を運営しており、買い戻す願いは叶わなかった。
このため、惟純は、嫡男の奇男の養育があったため、
明治 28年正則中学に赴任して、漢学教師を務めるこ
とにした。しかし、明治 29年、惟純は想いもかけな
い胃がんを発病し死去している。享年 63歳であった。
また、奇男も六ヶ月後に 15歳で亡くなっている。こ
の結果、子どもは長男から 3男まで次々に亡くなり、
二人の男児、二人の女児が残ったことになる。
夫を亡くして妻忠子は、4男義人（10歳）、5男良
材（5歳）、及び二人の娘を連れて静岡に戻っている。
この際、静岡市追手町の土地を売却して、同市の西深
草に転居した。なお、忠子の実家である元旗本松平家
には、適当な承継者がなかった（次男文次郎は安政５
年（1858年）15歳にて没、長男孝太郎は文久 3年（1863
年）22歳にて没）。したがって、忠子は 4男義人に松
平家を継がせることにした。一方、良材には林家を継
がせている。なお、20歳と 13歳の二人の娘は、良縁
があって、その後、それぞれ嫁がせている。
また、兄源治の遺児二人については、兄次郎が静岡
県職員になっている。惟純が富士宮浅間神社の宮司で
あったご縁から、妹源は神職の家に嫁いでいる。
なお由緒ある西福釜松平家の系譜にあった元旗本松
平家を継いだ義人について、その後の人生を振り返っ
ておきたい。松平義人は、立教中学から静岡師範学校
を終えた後、小学校の教諭を務めていた。伊豆下田市
長だった吉田五郎の娘しずと結婚し、五人の子どもを
もうけている。教員として糸鋸技術を工作機に取り込
み、特許を取得している。一方、考古学に興味を持ち、
北海道において多年にわたり、旧石器時代の遺跡発掘
に努めて、多くの遺物を発見した。とくに、北海道に
おける置戸、白滝、遠軽での発掘調査により、旧石器
文化の存在が明らかとなり、その功績が評価されるこ
ととなった（上野国立博物館ホーム・ページ参照。小
田静夫「黒曜石研究の動向」において、松平義人の研
究成果が評価されている）。
表 3．松平義人氏採集寄贈石器類（東京国立博物館　常設展示）
名称 個数 出土場所 時代・年代
黒曜石原石
（写真 1参照）
1 北海道遠軽町白滝出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
細石刃 5 北海道置戸町置戸安住遺跡出土 同上
細石刃核 1 北海道遠軽町白滝第４・３０地点遺跡出土 同上
細石刃核 1 北海道置土町置土安住遺跡出土 同上
細石刃核 1 北海道遠軽町タチカリシベ出土 同上
尖頭器 1 北海道遠軽町留岡下社名渕遺跡出土 同上
彫器 1 北海道蘭越町立川遺跡出土 同上
削器 1 北海道遠軽町白滝出土 同上
搔器 2 北海道遠軽町出土 同上
両面調整石器 1 北海道遠軽町下社名淵遺跡出土 同上
注：東京国立博物館常設展示のホーム・ページより筆者編集。
写真 1．黒曜石　東京国立博物館常設展示
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ただし、当初は、日本における旧石器文化の存在が
学会においても認められておらず、義人の研究は、単
に趣味の延長であるかの評価しかなかった。昭和も戦
後になって、先土器文化研究が進められるようになり、
先導的役割を果たしてきた義人の功績が認められるこ
とになった。彼は、採集した石器類を秘蔵することな
く、東京国立博物館をはじめ、明治大学、東京大学、
南山大学などの考古学研究室に寄贈している。このう
ち、東京国立博物館には、千点にも上る石器類を寄贈
しており、その一部は常設展示されている（表３．参
照）。黒曜石の原石（写真 1参照）は、一方がおよそ
25~30㎝もあり、とくに希少なものとして評価されて
いる（豊田市郷土資料館 (1983)参照）。
義人の人柄は温厚で、気風も良く、些事に拘らない
おおらかな人であった。多くの採集品を惜しげもなく
研究機関に寄贈するなど、人に真似できないところが
あった（1972年没､ 83歳）。
また、遺族の寄贈で「日本の考古・特別展　平成
２９年度新収品」として、新たに採集石器類の一部が
展示されるようになった。これらについては、写真
2, 3と明細は下表４を参照されたい。氷河期の日本列
島に暮らした人びとの道具作りや生活の一端が推察で
きるものである。義人は、こうした石器の発掘に、多
くの時間を割いて活動したことが分かる（松平義紀
(2004)参照）。    
なお、義人以降の松平家は、４代の系譜に繋がって
いるが、詳述は省略する。現在においても平和で健康
な家族が暮らしていることを述べておきたい。これこ
そ惟純が一番望んでいた家族の姿であろうと思われ
る。
 
写真 2．有茎尖頭器　北海道置土町出土
平成 29年度東京国立博物館特別展示
写真 3．掻器　北海道置土町出土
平成 29年度東京国立博物館特別展示
表 4．松平義人　採集寄贈石器類　（東京国立博物館　日本の考古・特別展平成２９年度新収品）
名称 個数 出土場所 時代・年代
有茎尖頭器
（写真 2参照）
1 北海道置戸町出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
彫器 1 北海道置戸町出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
掻器
（写真 3参照）
2 北海道置戸町出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
細石刃 5 北海道蘭越町　立川遺跡 A地点出土 旧石器時代（後期）・前 18000年
注：東京国立博物館ホーム・ページより筆者編集。
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７．むすびにかえて
幕末・維新期における英雄の記録は多数ある。しか
し、戊辰戦争など多くの戦いに駆り出された名もない
人々の記録も重要である。戦いの最前線にあった人も
あれば、後衛として地味な活動に努めた人もいる。不
幸にして戦いに敗れて、戦死した者、自刃した者、姿
を隠した者など、それぞれの人生があった。一方、生
き永らえた人たちには、過去の封建制度の諸問題が、
維新により解決されることを待ち望んだ。それは武士
階級の人だけでなく、商人も農民も庶民すべてに言え
ることであった。
この激動期に会津藩士及び幕臣として生きた林惟純
の生涯を以下に整理してみたい。
惟純は、会津藩でも注目されるほどの秀才であり、
藩の推薦で麹町教授所において儒学を学んでいた。教
授所での成績も優秀であり、教授所の校長、旗本松平
謹次郎の覚えも良かったといえる。
幕府が諸外国との交流を進めるための心得を学ぶた
めに、清国への親善使節団を上海に派遣することに
なった。各藩から推選された者達を団員とするが、惟
純も会津藩の推薦を得て、この団に加わった。使節団
員は清国の現状やイギリス、フランスの行動の様子を
垣間見ることができた。この結果、一同は鎖国を続け
る幕藩体制に、種々疑問を感じるところとなった。惟
純は、この経験を経て、各藩の優秀な人物と親しくなっ
たことが、その後の人生において大きな財産となった。
さらに、林惟純は幕臣として徳川幕府に抱えられて、
勝海舟のもとで、地味ではあるが秘書的な役割を担っ
ている。激動する政体の動きの中で、大政奉還が上申
されて、徳川幕府の行方が心配されたが、王政復古の
クーデターが起きて、一気に徳川家の辞官納地が決め
られた。その後、江戸城明け渡しにおいて、西郷隆盛
と勝海舟が話し合ったことは有名であるが、惟純は非
戦派の海舟を支えて、地味ながら意義のある務めを陰
で果たしたといえる。
しかし、こうした役割を幕府側で果たしている間に、
会津では官軍との戦いが生じ、結局、兄源治は戦死し、
これを知った兄嫁も自刃するという悲惨な結果を受け
入れざるを得なかった。およそ一年間続いた戊辰戦争
は、後から振り返ると、新しい体制を作り上げるため
の、出来事であったと考える人もいるかもしれない。
しかし、当事者にとっては、忘れることのできない悲
しい現実があった。
徳川家の静岡移封が決まり、惟純も移ることになっ
た。両親、兄の遺児二人を呼び寄せて、妻の母、妻忠
子、子どもたちの大所帯による新しい生活が始まって
いる。
静岡に来たとき、惟純は師松平謹次郎家の家督をど
のように継ぐのか考えていた。本家の次男が早逝し、
長男も若くして没しており、師の娘であった妻忠子の
男児以外に継ぐものがなかった。惟純の死後、奇男も
早逝したため、忠子は、生前からの夫の考えに沿って、
義人に松平家を継がせて、良材には林家を継がせるこ
とにした。
静岡においては、惟純は地方官吏の職や宮司さらに
教師などの職を与えられて、立派にこなしていた。こ
うした職務とは別に、幕臣の中で、貧しくて静岡に移
れない人たちの面倒も見ている。一方、静岡に来た旧
幕臣達の新しい生活をも支えている。さらに、旧会津
藩の人たちの窮状を救うための世話も行っていた。こ
のような世話を果たすには、本人の心意気によるとこ
ろは当然であるが、これまでに知り得た広い人脈と、
勝海舟の支援によるところが大であったといえよう。
世が世なら儒学の面で、立派な業績を残せた筈で
あったが、何もかも世の中が一変したことから、惟純
の運命を変えてしまったといえる。兄の戦死など個人
にとっても辛い人生であったが、持ち前の努力と博愛
の精神で、多くの不幸に陥った人たちを救い、支援し
たことは銘記されねばならない。
このように、惟純は、子孫の繁栄を願いつつ、静岡
藩・県での仕事に邁進し、万事に抜群の能力を発揮し
て、この激動の時代を無事に勤め終えた人であったと
考えられる。
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注
  (1) 1853年ペリー提督が率いる軍艦 4隻が、浦賀沖
に来航し、フィルモア大統領の国書を持参し、開
国と通商を要求してきた。老中首座阿部正弘、そ
の後任掘田正睦は、天皇の勅許無しに日米和親条
約を締結し、鎖国政策を転換させた。松本健一
(1998) p.31-33参照。
  (2) 1858年日米修好通商条約の締結に当たり、井伊
直弼大老は、独断でハリスの申し出でを受けて調
印した。松本健一 (1998) p.151-152参照。
  (3) 安政の大獄により、多くの政敵を一掃した井伊直
弼に対して、水戸脱藩士を中心にした 18名の同
志が集結して、1860年 3月３日朝、桜田門外で
井伊直弼の行列を襲撃した。行列は 60余名の大
勢であったが、雪の降る朝ということが、襲撃者
に有利に働いた。松本健一 (1998) p.180-183 参照。
  (4) 納富介次郎 (1844-1918)　工芸家、教育者。明治
の時代から、金沢、高岡、高松、有田などに工芸
学校を設立し、校長を務めている。
  (5) アヘン戦争（1840-1842）は、清朝の阿片禁輸措
置からイギリスと清朝との間でおこった戦争。
  (6)  清朝時代の中国において、1851年におこった大
規模な反乱。洪秀全を天王とするキリスト教の信
仰を紐帯した組織である太平天国により起こっ
た。近代中国の大衆による反乱といえる。漢人勢
力や外国軍の介入により滅んでいったが、1864
年洪秀全の死により収束している。
  (7) 上海の黄浦江に流れる蘇州河にかかる外白渡橋の
こと。この河が、かつて日本租界と共同租界の境
界にあり、租界にいる日本人は、この橋を渡って
行き来していた。日本人にとっては、ガーデン・
ブリッジの名前で知られている。
  (8) 藩祖保科正之は、徳川家康の孫、三代将軍徳川家
光の実弟である。星亮一 (2017)　p.45参照。
  (9) 京都郊外で、薩長中心の討幕軍と旧幕府軍との間
で火を吹いた。これが鳥羽・伏見の戦いである。
田中彰 (2010) p.57-59参照。
(10) 奥羽越列藩同盟は、盟主は仙台藩主伊達慶邦、公
議府は白石城とし、奥羽 25藩、北越 6藩が加盟
した。新政府側の仙台藩、会津藩に対する不当な
やり方や追討命令に反発することから同盟が成立
した。田中彰 (2010) p.76-77参照。
(11) 佐々木克 (2017) p.60-64参照。上野の山は江戸に
おける反政府軍の拠点となったが、大体隊員数は
2千人前後であった。江戸城開城の後、政府軍に
とって、最も悩ましい問題となったが、彰義隊討
伐に成功して、江戸の治安と政府軍の威信回復に
意義のある戦いとなった。
(12) 林惟純の友人瀧村鶴雄の「林氏事蹟餘話」（明治
29年） ④に、記されている。明治元年 5月に彰
義隊は討伐されており、この頃会談予定がキャン
セルされたものと推察される。
(13) 勝海舟の記録として徳川家旧家臣の移動につい
て、次の通りである。
　　旧家臣 33,000人のうち（数字の合計は不一致）
静岡行  15,000人
朝臣  5,000人
帰農  600人
大蔵・外務 240人
田安・一橋家 4,924人
とされる。このうち静岡行きは、15,000人であ
るが、家族・使用人を含めると、およそ 10万人
が江戸から静岡へ移ったことになる。田村貞雄編
(1998) p.14参照。
なお、維新以降の元武士たちは、新しい職を求め
て苦労している。有力藩のご大家でも、その後没
落している事例がある（松平すゞ (1994)参照）。
「武士の商法」などと呼ばれるように、慣れぬ商
売に取り組む者もあったが、多くは地方の役人、
警察官、教員のほか、兵士として軍に加わるもの
もいた。
(14) 前島密 (1835-1919)日本の官僚、政治家。日本の
近代郵便制度の創設者の一人。幕末から、静岡藩
にあり、惟純とおなじ開業方に勤務していた。政
府には人手が不足し、有力藩の人材を取り立てて
いた。
(15) 樋口雄彦 (2010)　p.36参照。神道による国民思
想の統一、国家意識の高揚を目的とした国の施策
の一環として、明治 3年林惟純は静岡藩の宣教掛
を命じられている
(16) 前田晶子 (2005) p.225参照。林惟純は、静岡県の
伝習係であったが、静岡学問所の廃止（1872年）
に伴い、施設や書籍を引き受けて、私費により運
営に携わったとのことが記されている。
(17) 明治元年（1868年）に置かれた官庁。神祇・祭祀・
祝部などを総官した。同 4年格下げして、神祇省
と改称。翌年廃止。事務は教部省などに移管。
(18) 教導職を統轄し、神道・仏教の教養、社寺・陵墓
に関する事務を管理した官庁。
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(19) 教導職は、教部省に置かれた教化政策を担当する
役。神官または僧侶などが任命された。1872年（明
治 5年）に設置。1884年（明治 17年）廃止。
(20) 三谷充弘氏は、特殊東海製紙常任監査役、掛川西
高校 26回卒、同窓会を通じて多くの歴史的事実
を発表している。林惟純についても、「前期掛川
中学初代教頭　林惟純小伝」により、教頭時代の
惟純について貴重な記録が示されている。掛川西
高校ホーム・ページ参照。
(21) 掛川中学の初代校長岡田良一郎は、二宮金次郎の
弟子で報徳思想の普及に努めた。掛川信金の設立
や、後に衆議院議員を務めている。また、長男良
平は、京都帝国大学総長、文相を務めた。
(22) 女子留学生は、吉益亮子 15歳、上田貞子 15歳、
山川捨松 12歳、永井繁子 9歳、津田梅子 8歳の
5名であった。なお、吉益と上田は、留学の翌年
病気で帰国している。吉益は間もなく死亡。上田
はご典医として名高い桂川家に嫁している。
また、留学を終えて帰国した永井は、海軍大将瓜
生外吉に、山川は後の陸軍大臣大山巌に嫁してい
る。留学の成果を女子教育の進化に役立てたのは、
津田梅子だけであった。後に、津田塾大学を創設
している。飯野正子ほか (2000) p.6-7、もろさわ
ようこ (1984) p.36-37参照。
(23) 前田晶子 (2005)を参照されたい。
(24) 川嶌眞人ほか (2009) p.352-359参照。
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